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センターHP・パンフレット等リニューアル！ 
 令和5年度よりいくつかリニューアルしました。是非ご覧になってください。 

ホームページ 

通常時（文字サイズ：中、色：通常） 文字サイズ：極大、色：黒 に変更 

色変更ボタンを押すことで、色弱の方にも

見やすい背景色・文字色に変更できます。 

文字サイズボタンで、大きさを変えること

ができます。 

パンフレット アウトリーチチラシ 
（A4サイズ） 

センター紹介ポスター 
（A2サイズ） 

パンフレット・アウトリーチチラシ・ポス

ターを活用していただける方は無料でお渡

しできますのでお気軽にご連絡ください。 

（ただし、ポスターは団体のみ） 

仕 切 り に 囲ま れ、

相談内容を見られ

る こ と な く、気 軽

に 相 談 で き る ス

ペースを設営しま

し た。ど な た で も

ご利用いただけま

す。 

相談スペース 



新型コロナウイルス 5類感染症移行 について 
 新型コロナウイルス感染症の法的位置付けが５月８日に「5類」に引き下げられました。今後は、何が変わるのかを

簡単にまとめました。（厚生労働省及び岐阜県のHPを参照しています。） 

感染症法に基づく 分類 と できる措置 と 感染対策 について 

移行前「2類相当」 移行後「5類」 

● 法律に基づき、「就業制限」や「入院勧告」 

  などの措置を実施することができた。 

● 緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令が 

  できた。 

● 法律に基づき実施できる措置がほとんどない。 

 

● 緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令が 

  できない。 

コロナウイルスワクチンはどうなるの？ 

 外出自粛やマスク着用が自己判断になり、感染対策は個人・事業者の判断が基本となります。 

 ウイルスが完全に消えたわけではありませんので、基本的な感染対策は引き続き重要です。 

（事業者の判断でマスク着用を求められる場合があります。） 

◆窓を開ける 

◆換気扇の活用 など 

◆手洗い 

◆アルコール消毒 など 

重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、 
以下のような場合にはマスク着用を推奨しています。 

● 受診時や医療機関・高齢者施設などを訪問する時 

● 通勤ラッシュ時など混雑した電車・バスに乗車する時 

「新型コロナウイルスに感染したかも・・・？」と思ったら？ 
医療機関に行く前に・・・ 

 ●あわてずに症状や常備薬をチェック 

 ●国が承認したキットを用いてチェック 

 

陽性だった場合・・・症状が軽い場合は、自宅などで療養を開始しましょう 

陰性だった場合・・・症状がある場合のマスク着用や、手洗いなどの基本的な感染予防を継続しましょう 

 

重症化のリスクの高い方（高齢者、基礎疾患を有する方、妊婦など）や、症状が重いなど受診を希望される方は、 

医療機関に連絡しましょう。 

 ５月8日～8月31日 ９月1日～3月31日 

初回接種（1・2回目）が済んでいない方 

（1回も打っていない方）  

初回接種（1・2回目）を受けられます。 

※従来型ワクチン 

初回接種を完了した方 

もしくは 

3回目以上の接種を 

完了した方  

65才以上の方 

（市町村から接種券郵送あり）  1回追加接種可 

（オミクロン株対応 

2価ワクチン）  
65才未満の基礎疾患を 

有する方 など 

（自分で市町村に接種券申請） 

上記以外の 

12才以上の方 
× 

1回追加接種可 

（使用ワクチンは検討中） 

 

 

 

  

 2024年３月末までは自己負担なしで新型コロナウイルスワクチンを接種することができます。簡単に下表に

まとめました。その他、不明な点は岐阜県のHPもしくはお住いの市町村にてご確認ください。 



手話等普及啓発のためのアウトリーチ事業 
 聴覚障がい者の基礎知識（聴覚障がい者とは？コミュニケーションの方法は？など）について学ぶ講座です。今

回は3月～5月に実施した2件を紹介します。 

  

3月30日（木）  

5月23日（火）羽島市民生委員・児童委員協議会  

 ４月から聴覚障がい者を職場に受け入れるにあたり開催された職員向け研修

で、６０分の講座を行いました。系列の他の職場には複数の聴覚障がい者が勤

務しておられますが、神戸事業場では初めての受け入れとのことで、聴覚障が

い者と接した経験がある方は少数でした。講座には、代表取締役社長はじめ管

理職の皆様にもご参加いただきました。ミニ手話教室では、職場でのやりとり

を想定した表現を中心に扱い、皆さんに手話に親しんでいただきました。質疑

では、コミュニケーション関連を中心に筆談時の敬語の使い方、チーム内の情

報共有や休憩時の雑談の際の留意点、緊急時や災害時の対応等具体的な場面を

想定した質問をたくさんいただきました。 

 今回、アウトリーチ事業として企業からご依頼いただいたことは、大変貴重

な機会となりました。今後は企業のニーズを想定し、講座の準備をしていきた

いと思います。 

 羽島市内で民生委員・児童委員として活動する方向けの研修として６０分の講座を行いました。参加者が１００名

を超える大きな講座でしたが、羽島市役所福祉課及びアウトリーチ事業講師と当センターとが相談・連携しながら準

備を進めました。人数規模が大きく、参加者の年齢も経歴も多様という非常に難しい講座でしたが、「呼びかけ方

法」を参加者に実演してもらうなど、楽しみながら学んでいただきました。参加者からは、「聞こえない方の生活体

験から生まれる実感のこもったお話を直接聞くことができ、たいへん貴重な機会になりました。」とのご感想をいた

だきました。 

手話のとまり木 
 本年度は、開催時間を13：00～16：00に変更しましたがそれでもたくさんの方に参加していただけるなど、

大変好評をいただいております。さて、手話のとまり木ではみなさんに楽しんでいただけるゲームを14：00～

15：00に実施しています。手話・筆談・身振りを使って、楽しくコミュニケーションができるということで、手

話サークルなどに活用していただいていると聞き、大変うれしいです。今までに実施したゲームを紹介します。 

是非参考にしてみてください。（5人以上のグループで行ってください。） 

◆ ワードウルフ 

全員にそれぞれのお題が配られ、自分の手元のお題のみ確認できます。配られたお題の中に、1人だけみんなと違う

お題が与えられます。（例：Aさん「猫」Aさん以外の全員「犬」） 

全員そのお題について会話していきます。最後に違うお題を持っているのは誰かを当てるゲーム。 

お互いのお題を知らない中で、自分が違うお題を持っていたとは思わなかったなどと大盛り上がりでした。 

◆ 伝言ゲーム 
一列に並び、一番後ろの人からお題を伝えていくゲーム。指文字を使うと簡単になるので、指文字禁止。 

正しく表現するだけでなく、正しく真似ることができるかも求められるゲームでした。また、絵の様子を手話・身振

りで表現してもらい、最後の人がどんな絵を描くのかなどアレンジも行いました。 

◆ 連想ゲーム 
一人がお題を引き、そのお題を自分は見えないように他の人に見せます。他の人は、そのお題のヒントを一人ずつ

言っていき、自分は何のお題を引いたのかを当てるゲームです。頭を使うゲームでしたが、いかにお題に結び付くヒ

ントを与えられるかがカギでした。 

６月以降も引き続き、手話のとまり木を開催します。詳細は、公式LINEもしくはホームページをご確認くださ

い。たくさんの申込をお待ちしております！ 



見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。 

LINE Facebook ブログ 

左のQRコードを利用すると、情報センターの
LINE、Facebook、ブログに簡単にアクセス 
出来ます。 

ふれあいWeekのお知らせ 

生活講座 
 ３月～５月に実施した生活講座の様子をいくつか紹介します。現在、7月～９月の生活講座の参加者を募集中

です。詳細は、ホームページ、または情報センターまでお問い合わせください。 

 本年度も岐阜県聴覚障害者情報センターを知ってもらうための企画として、ふれあいWeekを開催します！案内ビ

ラ及び申込書は６月下旬より公式LINEおよびHPにて公開予定ですが、先行して開催内容を紹介します！ 

８月2日（水）～８月7日（月） 開催決定！ 

●期間中常時提示 
☆関係団体紹介パネル展示 

聴覚障がい関係7団体の紹介パネルを展示予定です。 

 

☆福祉機器展示 

聴覚障がい者の暮らしを助ける機能商品（振動式目覚まし時計、フラッシュで来客をお知ら

せする機器など）を展示し、実際に体験することが可能です。映画鑑賞時に役に立つ字幕表

示メガネ（MOVERIO）の体験もできます！ 

●特別講演 
☆8月5日（土） 13：30～15：30 特別講演① 

講師：岡山放送（株）情報アクセシビリティ推進室長 兼 アナウンス室担当部長 篠田吉央氏 

テーマ：「ろう者と追及した情報アクセシビリティの30年～手話放送がユニバーサルな気づきに～」 

 

☆8月6日（日） 13：30～15：30 特別講演② 

講師：海上自衛隊非常勤隊員 小玉敏郎氏 

テーマ：「海上自衛隊呉史料館について（仮）」 

その他、きこえる方向け初級手話教室、小学生～中学生向け初級手話教室、きこえない・きこえにくい方向け初級

手話教室、要約筆記体験、手話のとまり木も開催します。是非たくさんの方の来所をお待ちしております！ 

３月11日（土）「学んでみよう！消費生活出前講座」 

様々な契約トラブルと気をつけるポイントを学びまし

た。生活を豊かに過ごしましょう！ 

4月10日（月）「野菜づくりについて聞いてみよう！」 

参加者から疑問に思っていることを講師にあれこれ聞き

ました。大好評でした！ 

「初級手話教室」 

テレビドラマの影響か、参加者が10名を超すこともあり

ます。繰り返し参加して手話を覚えましょう！ 

【皆さんの声募集中！】 

●取り上げて欲しいテーマ 

●開催して欲しい場所 など 

お待ちしています！ 

※写真は昨年の様子 


